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８
月
３
日
（
土
）
令
和
６
年
度
「
会

員
の
つ
ど
い
」
が
多
世
代
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の

１
割
程
度
の
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、

西
岐
波
地
域
の
吉
松
美
枝
子
様
の
司
会

で
始
ま
り
、
鈴
木
理
事
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
宇
部
市
役
所　

佐
藤
太

加
夫
様
、
藤
村
望
美
様
に
よ
る
「
こ
ん

な
時
役
立
つ
介
護
保
険
」
に
つ
い
て
宇

部
市
提
供
の
冊
子
を
用
い
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
次
に
宇
部
警
察
署　

三
藤

雅
大
様
に
よ
っ
て
「
最
近
の
交
通
情
勢

に
つ
い
て
」
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

映
像
を
併
用
し
な
が
ら
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
高
齢
者
の
事
故
割
合
が
多

い
こ
と
で
、
夜
間
の
歩
行
時
は
夜
光
反

射
材
を
着
け
、
自
分
の
存
在
を
運
転
者

に
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
大
切
と
力
説
さ

れ
ま
し
た
。
両
演
題
共
、
会
員
の
皆
様

に
と
っ
て
身
近
な
タ
イ
ト
ル
で
興
味

津
々
の
様
子
で
、
有
意
義
な
安
全
大
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
ラ
ス
ト
は
、
安
全
委
員
の
江

村
俊
夫
様
に
よ
り
、
安
全
宣
言
が
宣
誓

さ
れ
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
昼
食
は

事
務
局
か
ら
配
ら
れ
た
弁
当
を
福
祉
会

館
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
ホ
ー
ル
で
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
演
芸
大
会
は
井
上
理
事
に
よ

る
名
司
会
で
「
長
生
き
音
頭
」
等
の
民

謡
７
曲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

カ
ラ
オ
ケ
６
曲
も
歌
わ
れ
、
特
に
「
釧

路
の
夜
」
の
岩
本
文
吉
様
、
デ
ュ
エ
ッ

ト
曲
の
「
赤
い
グ
ラ
ス
」
の
高
市
政

子
様
の
プ
ロ
級
の
歌
唱
力
に
は
驚
か
さ

れ
、
盛
大
な
拍
手
が
あ
が
り
ま
し
た
。

ト
リ
は
、
理
事
長
主
導
で
会
場
全
員
に

よ
る
三
・
三
・
七
の
手
拍
子
と
、
美
人

バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
を
従
え
た
、
チ
ョ
ッ

ト
「
エ
ロ
チ
ッ
ク
」
な
山
根
総
務
課
長

の
形
態
模
写
、
西
城
秀
樹
も
び
っ
く
り

の
「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ

り
、
理
事
長
賞
を
含
め
、
数
々
の
豪
華

賞
品
が
当
選
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
事
務
局
職
員
が
率
先
し
て
、
顧
客

接
待
、
舞
台
小
道
具
の
準
備
、
進
行
等

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
職
員
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
回
も
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
元

気
に
参
加
さ
れ
、「
楽
し
い
つ
ど
い
」

に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
桜
木
一
憲
記
）

会
員
の
つ
ど
い

令和6・10・1

（2）



就
業
会
員

　

中
野
廣
志
（
東
岐
波
）

　

大
野
洋
美
（
西
岐
波
）

就
業
体
制
・
就
業
日
数

　

会
員
二
人
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
就

業
。
平
日
は
午
前
８
時
か
ら
17
時
。
週

末
は
18
時
ま
で
で
、
海
開
き
か
ら
８
月

31
日
ま
で
の
期
間
で
す
。

就
業
内
容

　

海
の
ご
み
拾
い
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
貸

し
部
屋
、
キ
ャ
ン
プ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

利
用
者
管
理
、
施
設
前
の
テ
ー
ブ
ル
、

椅
子
の
準
備
・
片
付
け
に
な
り
ま
す
。

温
水
シ
ャ
ワ
ー
は
自
動
式
で
集
金
な
ど

は
な
い
の
で
す
が
、
時
々
お
湯
が
出
な

い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く

知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
週
末
や
お
盆
に

は
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が

あ
り
ま
し
た
。

就
業
期
間
中
の
思
い
出

　

ビ
ー
チ
は
干
満
の
差
が
大
き
く
干
潮

時
に
は
干
潟
で
遊
ん
だ
り
、
キ
ャ
ン
プ

や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
ま
れ
る
若
者
や
家
族

連
れ
を
見
て
、
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
日
、
暑
さ
と
の
闘
い
で
し
た
が
、

熱
中
症
に
な
る
こ
と
も
な
く
無
事
に
就

業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
ま

私
た
ち
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

　

今
回
は
、
岐
波
観
光
開
発
協
会
よ
り

委
託
を
受
け
た
東
岐
波
の
キ
ワ
ラ
ビ
ー

チ
管
理
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

キ
ワ
ラ
ビ
ー
チ
は
遠
浅
で
波
の
穏
や

か
な
海
水
浴
場
で
、
晴
れ
た
日
に
は
、

遠
く
の
国
東
半
島
や
姫
島
も
眺
望
で
き

ま
す
。
昔
は
若
宮
海
水
浴
場
と
い
う
名

称
で
白
砂
青
松
の
自
然
の
美
し
い
所
で

し
た
。
松
林
は
整
備
に
よ
り
無
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、
施
設

の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

景
観
も
す
ば
ら
し
く
、
地
元
の
方
が

散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
す
る
な
ど

地
域
に
根
付
い
た
場
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。

た
、
一
番
懸
念
し
て
い
た
来
場
者
の
水

難
事
故
・
け
が
な
ど
も
な
く
ほ
っ
と
胸

を
な
で
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
一
言

　

暑
い
熱
~
い
夏
が
終
わ
り
ま
し
た
。

（
山
根
貴
典
記
）
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宇部市内宇部市内
地区の名所・　地区の名所・　
　旧跡を訪ねて　旧跡を訪ねて

〈恩田地区編〉

　

地
域
の
北
側
に
あ
る
恩
田
運
動
公
園

内
に
は
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
体

育
館
等
が
あ
り
、
宇
部
市
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令

和
７
年
３
月
31
日
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
、
美
津
濃
グ
ル
ー
プ
で
再
整
備
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

恩
田
ス
ポ
ー
ツ
公
園

（
恩
田
町
４

－

１
）

　

恩
田
の
野
原
地
区
に
は
宇
部
市
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
集
中
し
て
い
る
。
陸
上

競
技
場
は
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
年
）

に
作
ら
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
38
年
（
１

９
６
３
年
）、
第
18
回
国
民
体
育
大
会

が
開
か
れ
た
と
き
に
本
部
席
や
メ
イ
ン

ス
タ
ン
ド
が
改
築
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で

は
大
き
な
体
育
行
事
は
神
原
公
園
で
行

わ
れ
て
い
た
。
神
原
公
園
は
昭
和
３
年
、

昭
和
天
皇
の
御
大
典
記
念
と
し
て
で
き

た
公
園
で
、
競
技
場
も
兼
ね
て
い
た
。

県
の
体
育
行
事
も
公
園
で
行
わ
れ
昭
和

11
年
に
は
県
下
中
等
学
校
の
陸
上
競
技

大
会
も
行
わ
れ
て
い
る
。
公
園
で
は
野

球
も
開
催
さ
れ
、
昭
和
５
年
高
校
野
球

の
県
大
会
、
10
年
に
は
県
下
実
業
団
の

選
抜
野
球
が
行
わ
れ
、
24
チ
ー
ム
が
参

加
し
た
。
時
の
流
れ
に
応
じ
て
野
球
場

が
欲
し
い
と
い
う
声
が
上
が
り
、
16
年

に
恩
田
に
今
の
野
球
場
が
で
き
た
。
戦

後
に
な
っ
て
や
っ
と
体
育
振
興
の
総
合

計
画
に
基
づ
い
て
近
代
的
に
改
装
さ
れ

た
。
野
原
の
こ
の
高
台
は
お
年
寄
り
の

方
に
は
「
千
把
だ
き
の
地
」
と
し
て
記

憶
に
残
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
昭
和
８

年
、
９
年
は

梅
雨
期
に
な

っ
て
も
雨
が

少
な
く
、
あ

ま
り
に
も
雨

が
降
ら
な
い

の
で
琴
崎
八

幡
宮
で
祈
祷

を
行
い
、

市
内
の
三

か
所
で
雨

乞
い
の
千

把
だ
き
を

行
っ
た
。

恩
田
の
こ

の
辺
り
は

広
々
と
し

た
台
地
で

あ
っ
た
た

め
一
番
大

掛
か
り
な
千
把
だ
き
を
し
た
そ
う
で
あ

る
。
稲
わ
ら
を
千
把
ほ
ど
焼
き
空
を
焦

が
す
と
雨
が
降
る
、
と
昔
か
ら
言
わ
れ

て
い
た
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
市
営
プ
ー

ル
が
で
き
た
の
は
昭
和
33
年
。
飛
び
込

み
用
プ
ー
ル
は
37
年
に
完
成
し
た
。
宇

部
市
で
プ
ー
ル
が
初
め
て
で
き
た
の
は

昭
和
27
年
で
常
盤
中
学
校
に
西
日
本
で

は
初
め
て
の
25
メ
ー
ト
ル
の
公
認
プ
ー

ル
が
完
成
、
国
体
に
も
多
く
の
選
手
を

送
り
出
し
た
。
俵
田
体
育
館
は
宇
部
興

産
の
創
立
60
周
年
記
念
と
し
て
当
時
、

１
億
８
千
万
円
の
寄
付
を
受
け
て
で
き

た
も
の
で
34
年
に
落
成
し
た
。
前
庭
の

若
人
の
像
は
産
業
記
念
像
を
作
っ
た
山

内
壮
夫
の
作
品
で
俵
田
家
の
寄
贈
に
よ

る
彫
刻
で
あ
る
。
今
は
リ
フ
ォ
ー
ム
さ

れ
各
競
技
の
公
式
戦
が
行
わ
れ
る
ほ
ど

広
い
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
体
育

館
で
あ
る
。

恩
田
河
内
神
社

（
恩
田
町
２
丁
目
）

　

清
水
川
バ
ス
停
の
南
側
に
建
立
さ
れ

て
い
る
の
が
恩
田
河
内
神
社
と
い
う
恩

田
の
氏
神
様
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
か
ら

西
の
方
の
平
地
は
塩
田
、
向
塩
田
、
大

塩
田
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
昔
は
海
が

こ
の
近
く
ま
で
入
り
込
ん
で
い
た
ら
し

い
。

　

神
社
の
東
と
南
は
一
段
と
高
く
な
っ

て
お
り
、
恩
田
山
と
い
わ
れ
て
い
た
。

鳥
居
に
は
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
年
）
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始
。

　

鉢
の
中
央
に
背
の
高
い
多
肉
植
物
を

置
き
、
そ
れ
を
囲
う
よ
う
に
色
や
形

の
違
う
三
種
類
で
三
角
形
を
作
る
。
位

置
が
決
ま
っ
た
ら
、
動
か
な
い
よ
う
し

っ
か
り
と
土
を
入
れ
、
隙
間
に
数
種
類

の
小
さ
な
多
肉
植
物
を
植
え
込
む
。
自

由
に
植
え
付
け
て
良
い
の
だ
が
、
こ
れ

か
ら
成
長
す
る
こ
と
を
想
像
す
る
と
な

か
な
か
位
置
が
定
ま
ら
な
い
。
置
い
た

り
、
の
け
た
り
、
悩
み
な
が
ら
も
楽
し

い
時
間
で
あ
る
。

　

植
え
付
け
が
終
わ
る
と
、
更
に
飾
り

付
け
が
待
っ
て
い
た
。
見
た
こ
と
も
な

い
オ
レ
ン
ジ
色
の
ソ
テ
ツ
の
実
や
ブ
ル

ー
と
透
明
の
綺
麗
な
月
型
の
ガ
ラ
ス
、

貝
殻
や
小
さ
な
人
形
、
お
も
ち
ゃ
の
車

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
飾
り
を
先
生
が
用

意
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
。

　

シ
ン
プ
ル
に
仕
上
げ
る
人
、
可
愛
く

飾
る
人
な
ど
、
個
性
が
光
る
で
き
あ
が

り
と
な
っ
た
。

　

先
生
か
ら
「
水
の
や
り
す
ぎ
に
注

意
。
土
の
表
面
に
霧
吹
き
で
与
え
る
程

度
で
十
分
。
置
き
場
は
西
陽
の
当
た
ら

な
い
所
で
、
屋
内
よ
り
は
屋
外
で
育
て

る
方
が
良
い
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

っ
た
。

　

最
後
に
肥
料
と
風
船
カ
ズ
ラ
の
種
の

お
土
産
を
い
た
だ
き
講
習
会
は
終
了
し

た
。

　

今
回
、
私
自
身
も
受
講
生
と
し
て
参

加
し
、
す
っ
か
り
多
肉
植
物
に
は
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
講
習
会
か
ら
持
ち
帰
っ

た
寄
せ
植
え
の
鉢
の
他
に
、
二
個
、
三

個
と
小
さ
な
鉢
植
え
を
増
や
し
て
い
る

が
、
先
生
の
仰
せ
通
り
、
霧
吹
き
で
与

え
る
水
だ
け
で
た
く
ま
し
く
育
つ
て
お

り
、
毎
日
眺
め
て
は
小
さ
な
変
化
を
楽

し
ん
で
い
る
。
受
講
さ
れ
た
み
な
さ
ん

も
き
っ
と
同
じ
気
持
ち
で
眺
め
て
お
ら

れ
る
の
で
は
？�

（
中
村
眞
弓
記
）

の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代

末
期
に
勧
請
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

河
内
神
社
の
名
は
神
内
明
神
、
河
内
明

神
と
も
い
わ
れ
、
県
内
に
は
と
て
も
多

く
存
在
し
、
宇
部
の
小
野
地
区
に
は
十

数
か
所
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
コ
メ
作
り

の
盛
ん
な
と
こ
ろ
に
は
大
抵
祀
っ
て
あ

る
神
で
あ
る
。
河
内
神
の
由
来
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
古
く
か
ら
土
俗
的
な

信
仰
と
し
て
祀
り
続
け
ら
れ
た
。
祭
神

と
し
て
は
天
水
分
命
（
あ
め
の
み
く
ま

り
の
み
こ
と
）
が
多
く
み
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
農
業
の
神
で
あ
る
。
清
水
崎
か

ら
流
れ
る
清
水
川
は
、
そ
の
後
、
常
盤

の
水
と
合
流
し
て
近
く
を
流
れ
、
現
在

も
塩
田
川
の
上
流
と
な
っ
て
い
る
。
大

正
時
代
の
地
図
を
見
る
と
、
周
辺
の

平
地
は
す
べ
て
田
ば
か
り
、
今
の
神

原
中
学
校
も
ユ
ニ
ク
ロ
も
神
原
耕
地
整

理
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
境
内
に

は
長
沢
炭
鉱
が
寄
贈
し
た
狛
犬
、
ま
た

立
派
な
灯
篭
が
一
対
あ
る
。
こ
れ
は
宇

部
興
産
の
中
安
閑
一
元
会
長
が
生
ま
れ

た
時
、
父
の
周
太
郎
が
近
く
の
下
野
庄

七
と
そ
れ
ぞ
れ
長
男
が
生
ま
れ
た
お
礼

に
と
話
し
合
っ
て
寄
贈
し
た
も
の
だ
そ

う
だ
。
い
わ
ば
誕
生
記
念
の
灯
篭
で
あ

る
。
恩
田
を
見
守
る
神
社
で
あ
り
、
梶

返
の
天
神
様
の
祭
り
に
は
御
神
幸
が
立

ち
寄
る
御
旅
所
で
あ
っ
た
。

女
性
委
員
会

女
性
委
員
会
【
遊
楽
里
】

【
遊
楽
里
】

出
張
講
習
会

出
張
講
習
会

　

７
月
23
日
（
火
）
13
時
30
分
よ
り
宇

部
市
総
合
福
祉
会
館
に
て
、
多
肉
植
物

を
使
っ
た
「
夏
の
寄
せ
植
え
講
習
会
」

を
開
催
し
た
。

　

講
師
は
、
県
内
外
の
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
で
多
く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
、
現

在
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
も
あ
る
礒
部

光
隆
先
生
に
お
願
い
し
た
。

　

受
講
者
16
名
に
好
み
の
植
木
鉢
と
多

肉
植
物
を
選
ん
で
も
ら
い
講
習
会
を
開

令和6・10・1

（5）



　センターでは、会員にふさわしい臨時的かつ短期的又はその他の軽易な仕
事を、企業、家庭、公共団体から引き受け、これを会員の皆様に請負、委託
により提供します。高齢者が働くことを通じて生きがいを得ると共に、地域
社会の活性化に貢献する組織です。仕事の種類としては多岐にわたりますが、
今回は写真で紹介しましょう。� （井上記）

会員の仕事を写真で紹介
　センターでは、会員にふさわしい臨時的かつ短期的又はその他の軽易な仕

除草作業(東部浄化センター)

草刈作業(あすとぴあ)

搬出作業(片倉公園)

駐車場管理
洗車業務

庭木剪定

学校給食配膳

高齢者福祉サービス（食事作り）

講師（園児書き方教室）

託児
家事援助（清掃）

マンション清掃

事を、企業、家庭、公共団体から引き受け、これを会員の皆様に請負、委託事を、企業、家庭、公共団体から引き受け、これを会員の皆様に請負、委託
により提供します。高齢者が働くことを通じて生きがいを得ると共に、地域により提供します。高齢者が働くことを通じて生きがいを得ると共に、地域
社会の活性化に貢献する組織です。仕事の種類としては多岐にわたりますが、
今回は写真で紹介しましょう。� （井上記）今回は写真で紹介しましょう。� （井上記）

令和4・10・1

（3）

令和6・10・1
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会員情報交流のひ
ろば

作品発表･交歓の頁
－お気軽に投稿下さい－

琴
芝
地
区　

井
上
ヒ
ロ
ミ

ス
ス
キ
見
て
わ
が
人
生
秋
想
う

最
近
は
あ
の
世
に
飛
び
立
つ
友
が
増
え

二
階
部
屋
不
要
な
も
の
が
ガ
チ
増
え
る

生
き
て
い
る
わ
か
ん
な
い
け
ど
生
き
て
い
る

満
員
の
エ
レ
ベー
タ
ー
に
そ
っ
と
乗
り

西
岐
波
地
区　

P･N
サ
ク
ラ
ン
ボ

い
い
話
儲
か
る
の
な
ら
ご
自
分
で

断
捨
離
を
始
め
て
気
づ
く
俺
も
無
駄

パ
ス
ワ
ー
ド
ど
れ
が
ど
れ
や
ら
忘
れ
た
ね

几
帳
面
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
ま
と
ま
ら
ず

残
さ
れ
た
大
事
な
時
間
だ
ら
だ
ら
と

北
部
地
区　

梶
山　

淳
幸

医
者
通
い
通
院
ポ
イ
ン
ト
あ
り
ま
せ
ん

パリ
五
輪
行
って
食
べ
た
の
フ
ラ
ン
ス
パン

昼
寝
し
て
生
き
て
ま
す
よ
と
起
き
て
言
う

「彼岸花」
西岐波地区　P･N サクランボ

「求愛」
常盤地区　桶　田　敏　治

「大切な思い出」
琴芝地区　井　上　ヒロミ

「丸尾の魚市場」
東岐波地区　杉　山　明　美

色
　
紙

岬地区　宇　野　典　彦

川
　
柳

令和6・10・1
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編
　
集
　
後
　
記

　

旧
暦
の
10
月
は
出
雲
の
国
（
現
在
の

島
根
県
）
に
日
本
中
の
神
さ
ま
が
集
ま

り
、
各
地
か
ら
神
さ
ま
が
い
な
く
な
る

の
で
「
神
無
月
」。
逆
に
出
雲
の
国
で

は
、
神
さ
ま
が
集
ま
る
の
で
「
神
在

月
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
出
雲
大
社

に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
オ
オ
ク
ニ
ヌ

シ
。
神
話
で
は
日
本
の
国
土
を
開
拓

し
た
と
さ
れ
る
神
さ
ま
で
す
。
全
国
の

神
々
が
10
月
に
出
雲
に
集
ま
り
、
１
年

の
こ
と
を
話
し
合
う
と
い
い
ま
す
。
そ

の
話
し
合
い
で
特
に
人
々
の
結
婚
の
組

み
合
わ
せ
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

出
雲
大
社
は
縁
結
び
に
ご
利
益
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
各
地
か
ら

神
さ
ま
を
迎
え
る
出
雲
の
各
神
社
で
は

旧
暦
10
月
（
新
暦
11
月
）
に
神
さ
ま
を

迎
え
る
「
神
迎
祭
」、「
神
在
祭
」
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
祭
事
の
間
、
地
元
の

人
は
神
さ
ま
の
会
議
を
邪
魔
し
な
い
よ

う
、
静
か
に
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
「
御
忌
祭
（
お
い
み
さ
い
）」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

�

（
井
上
ヒ
ロ
ミ
記
）

■
事
務
局
だ
よ
り�

事
務
局
だ
よ
り
は
、大
事
な
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。必
ず
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

購
入
希
望
者
は
10
月
31
日（
木
）ま
で
に
事
務
局
へ
電

話
（
３
１

－

３
２
５
１
）
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
20
日
以
降
に
引
き
渡
し
ま
す
の
で
、
代
金（
４

０
０
円
）を
ご
持
参
の
上
、
事
務
局
へ
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。 会

員
手
帳
販
売
の
お
知
ら
せ

■
事
務
局
だ
よ
り�

事
務
局
だ
よ
り
は
、大
事
な
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。必
ず
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
１
日
（
金
）
に
研
修
旅
行
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
別
紙
の
ご
案
内
を
確
認
い
た
だ
き
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

研
修
旅
行
の
ご
案
内

研
修
旅
行
の
ご
案
内

　

10
月
25
日
（
金
）
に
ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
情
報
配
信
サ
ー

ビ
ス
（
お
知
ら
せ
・
就
業
情
報
・
配
分
金
明
細
の
確
認
・

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
就
業
情
報
）
に
関
す
る
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

就
業
さ
れ
て
い
る
会
員
は
も
と
よ
り
地
域
役
員
の
方

に
も
重
要
な
講
習
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
別
紙
の
ご
案
内
を
確
認
い
た
だ
き
、
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
（Sm
ile�to�Sm

ile

）

研
修
会
の
ご
案
内

　10月中旬にｗｅｂサイト「Smile to Smile（スマイル トゥ スマイル）」ログインＩＤ・
パスワード通知書を全会員に送付させていただきます。同封のチラシを確認し登録をお
願いします。

登録手順
① パソコンやスマートフォンでSmile to Smile（スマイル トゥ スマイル）と検索する
② ログイン画面で通知書に記載してある「ログインＩＤ」と「パスワード」を入力する
③ 利用規約の同意
④ 生年月日の入力
⑤ メールアドレスとパスワード設定
　　※ メールアドレスはチェック欄を押下すると省略できます。
　　　また、パスワードは自己管理をお願いします。
⑥ 入力内容の確認で登録完了

　ご不明等、問合せは事務局までお願いします。　TEL 31－3251

シルバー人材センター情報配信サービス
「Smile to Smile（スマイル トゥ スマイル）」の登録をお願いします

令和6・10・1
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